
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
七
日
（
木
）、
暖

か
い
陽
気
に
恵
ま
れ
、京
浜
会｢

ク
リ
ス
マ
ス

会｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。沢
山
の
御
家
族
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
先
頭
バ
ッ
タ
ー
は
、
昨
年
よ
り
行
わ

れ
た
お
誕
生
日
会
で
も
お
な
じ
み
の
、
志
越

副
院
長
に
よ
る
松
ケ
ン
サ
ン
バ
！
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て

は
、
院
長
先
生
の
「
ア
ン
チ
ェ
イ
ン
ド
・
メ

ロ
デ
ィ
」、静
粛
な
独
唱
で
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
次
は
、
今

年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
「
青
山
学
院
高

等
学
部
聖
歌
隊
！
」
聖
歌
隊
の
衣
装
を
見
に

ま
と
い
、「
諸
人
こ
ぞ
り
て
」
を
歌
い
な
が
ら

の
入
場
に
始
ま
り
、「
ク
リ
ス
マ
ス
嫌
い
の
御

姫
様
」
の
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
劇
の
内

容
は
勘
違
い
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
が
嫌
い
に
な

っ
た
御
姫
様
を
・
・
・
で
、
心
温
ま
る
内
容

で
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
高
齢
者
の
方
に
も
喜
ば
れ
そ
う
な
童

謡
、
そ
し
て
毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
高
校

生
の
生
徒
達
か
ら
患
者
様
へ
、
手
渡
し
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
会

場
は
と
て
も
暖
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
き
よ

し
こ
の
よ
る
」
の
合
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
ま
し
た
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
も
、
静
粛
な
る
賛
美
歌

（
職
員
に
よ
る
）の
も
と
、行
わ
れ
ま
し
た
。 

来
年
も
患
者
様
、
御
家
族
皆
様
の
笑
顔
を

力
に
、
職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。 
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“
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
振
返
っ
て 

” 

 

昨
年
十
二
月
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
実
行
委
員

長
を
任
さ
れ
、
不
慣
れ
な
私
に
は
各
部
署
の

方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ア
イ
デ
ア
、
助
言
が

大
変
役
立
ち
心
強
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

恒
例
の
青
山
学
院
高
等
部
聖
歌
隊
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
、
中
で
も
「
ふ
る
さ
と
の
四

季
」
の
メ
ド
レ
ー
で
は
患
者
様
の
口
元
が
動

き
、
会
場
の
皆
様
も
懐
か
し
さ
が
自
然
に
蘇

え
り
歌
声
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
今
回
も
皆

様
の
心
に
暖
か
い
物
を
残
し
て
戴
き
ま
し
た
。 

 

院
長
、
副
院
長
の
歌
声
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
素
晴
ら
し
く
見
逃
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

実
行
委
員
長
の
力
不
足
で
充
分
な
準
備
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
委
員
の
協
力
で
無
事

に
会
が
終
わ
り
、
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

平
成
二
十
一
年
度
ク
リ
ス
マ
ス
実
行
委
員
長 
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